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1 はじめに

近年 PC-UNIXとオープンソースソフトウェア (以

下OSSと略記する)の組み合わせによる情報教育環境

が徐々に普及しつつある [1]．しかし，一部の教職員

に負担がかかるなど，その構築や運用管理について多

くの教育機関で非効率的な状況が見受けられる．

そこで我々のグループは，情報教育環境をOSSに

よって容易に構築可能なインストールCDを開発する

OPEプロジェクトを発足させた [2]．本論文では，OPE

プロジェクトの状況とそのインストール CD-ROMの

実装について報告する．

2 OPEプロジェクト [2]

2.1 OPEプロジェクトとその特徴

OSSはその柔軟性と性能から情報教育環境構築のた

めに広く活用されている．しかし，「企業によるサポー

トが受けられない」，「カスタマイズや管理上の負荷が

大きい」といった問題点がある．また，ノウハウを組

織間で共有するしくみがないことから，非効率な状況

が多く発生していると考えられる．

そこで，我々は情報教育に適した環境を容易に構築す

るためのインストーラを開発することを目的とした研

究プロジェクトであるOPEプロジェクト (OPE=Open

source based Platform for Education)を立ち上げた

[2]．このプロジェクトの特徴は，サーバ・クライアン

トのいずれとしても評価の高い FreeBSD[3]を核 OS

とした ことにある．

2.2 OPEプロジェクトの計画と現状

OPEプロジェクトはつぎの計画で研究を遂行して

いる．

(1) OSSによる教育環境についての情報を収集し，情

報教育で有用となるアプリケーションを目的別に

カテゴリー分類を決定する．実際の調査はまだ行っ

ていないが，仮のカテゴリーとして大分類 (汎用，

事務用，学校用) とその大分類の中のユーザ環境

(一般ユーザ，管理者，教員，学生など)といった

ものを想定した設計・開発を進めている．

(2) OPE インストール CD-ROM を開発する．この

CD-ROM を用いるとユーザが対話的に処理を進

めることで各カテゴリー毎のユーザ環境を容易

に構築できる．この機能を実現するのが，イン

ストーラ ope およびユーザ環自動境構築ツール
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(opeu,urdtools)である [4],[5]．現時点で，仮のカ

テゴリー分類に基づいたインストール CD-ROM

を実装した (FreeBSD6.1-Rerease対応) [6]．また，

ユーザ環境をカスタマイズ前後の差分情報から自

動構築するツール (urdtools)を構築した [5]．

(3) 最終的に利用方法のマニュアルを作成し，実際に

各教育機関での利用実験を行う．また，評価アン

ケートを実施し，問題点のフィードバック，メン

テナンス方法の検討を行う．

3 インストールCD-ROMの実装について

3.1 OPEディストリビューション

OPEでは，すべてのカテゴリーで分類されたそれ

ぞれのユーザ環境を「ディストリビューション」と呼

ぶ．OPEでは複数のディストリビューションを木構

造 (以下，ディストリビューション・ツリーと呼ぶ)の

形で管理する．このディストリビューションに対応し

た階層ディレクトリを作成し，そのディレクトリの一

部に環境構築に必要なカスタマイズデータ (スペック

ファイル，パッチファイル，データファイルなど)を

置く．

opeu は選択されたユーザ環境 (ディストリビュー

ション) で定義されたソフトウェアパッケージ (以下

packageと呼ぶ)を自動的に取得し，そのカスタマイ

ズを行う．

3.2 インストールCD-ROMの作成の概要

OPEを利用したインストールを CD-ROMから行

うには，1)CD-ROMから PCを起動した際に opeイ

ンストーラを立ち上げ，その際に 2)ディストリビュー

ション・ツリーをCD-ROMからHDDへ展開する必要

がある．また，3)ソフトウェアをCD-ROM からイン

ストールするために，ディストリビューションで必要

となる packageをあらかじめCD-ROMに収録してお

く必要がある．1)は，FreeBSDがネイティブで備える

インストーラ sysinstallを opeに置き換えることで実

現でき，2)は distribs.tgzといったディストリビュー

ションツリーのデータとその展開を行うシェルスクリ

プト install.shを CD-ROMに置く (図 1)ことで実現

できる．3)は，各ディストリビューションで必要となる

ソフトウェアについて，packageをFreeBSDが備える

ソフトウェア管理システム (ports)のルール通りに配

置すればよい．これらの変更は，FreeBSDプロジェク

トが配布するインストールCD-ROM(公式CD-ROM)

を OPE用に改造することで達成できる [6]．
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この改造は，本来 FreeBSD のソースに OPE用の

パッチを適用し，リリース作業を行うことで実現でき

る．しかし，リリース作業自体に時間がかかるため，

公式 CD-ROM との差分のみの変更でインストール

CD-ROMを実装する工夫を行った．

図 1 インストール CD-ROMのディレクトリ構成

3.3 インストールCD-ROMの作成方法

公 式 CD-ROM disc1 に 収 録 さ れ る

/boot/mfsroot.gz というディスクイメージファ

イルファイルは，sysinstallを起動するためのファイ

ルが記録されている．前節の 1)の機能を実現するた

めに，この mfsroot.gz を伸長した上で sysinstall を

我々が開発した ope インストーラに置き換える．な

お，この mfsroot.gz を FD に収録するため，スタ

ティックリンクライブラリを使い，ope をはじめ全

ての実行形式プログラムを 1 個のバイナリファイル

boot crunch にまとめておく．distribs.tgz は，ディ

ストリビューション・ツリーのファイル群を集約した

ファイルである．したがって，ディストリビューショ

ン CD-ROMは以下の手順で作成できる．

(1) opeを含む boot crunchをコンパイル

(2) opeugをコンパイル

(3) 公式 CD-ROMをコピー

(4) mfsroot.gz内に boot crunchをコピー

(5) distribs.tgzを作成

(6) packagesのコピー (不足分は新たに作成する)

(7) CD-ROMイメージを作成

(8) CD-ROMイメージを焼き付け

本研究では，これらの作業を自動実行するためのシェ

ルスクリプト mkopecd.sh を実装し，利用している．

現在のところ，最新の公式リリースである FreeBSD

6-1-RELEASEベースでのインストール CD-ROM開

発が完了している．また，作成したインストールCD-

ROMを用いて，実際に情報処理センターの実機環境

で導入実験を行った．

4 OPEプロジェクトの効果と課題について

本研究で期待される効果と課題はつぎの通りである．

○期待される効果

• OSSを用いて教育環境を構築する上でのノウハウ

を，組織を超えて共有できる (教育環境の構築や管

理に要する労力，コストが軽減できる)

• 情報教育環境を事務用途，ネットワークサーバ構

築など教育以外の目的にも適用できる

○現時点での課題

• よりユーザフレンドリなインストーラを作成する

• 情報教育環境を分類する具体的なカテゴリーの選定

• 分類されたカテゴリーの維持，改定などの作業

• ソフトウェア，OSのカスタマイズ情報を容易に記

述，保守，管理する方法の確立

• インストーラの評価 (教育効果の調査など)

現時点では，本システムで利用するソフトウェア，

OSのカスタマイズ情報を我々の研究グループで記述，

保守，管理を行っている．しかし，実際には日進月歩

の広範なソフトウェア群に対して一部の人間でカスタ

マイズ情報を維持することは極めて難しい．したがっ

て，本システムの実用化をはかる上で，カスタマイズ

情報をOSSコミュニティ全体で維持，管理するための

しくみを作る必要があると考える．このようなしくみ

が実現されると，カスタマイズ情報はプラットホーム

を越えて共有できる可能性が高く，あらゆる OSS環

境の改善につながる．カスタマイズ情報をいかに容易

に記述，管理，保守を行うかが本システム実用化の鍵

を握ると考えられる．このため，今後はこの側面から

の検討も継続的に行う必要がある．

5 まとめ

本論文ではOPEプロジェクトの状況とインストー

ル CD-ROMの実装方法について報告した．本システ

ムをより有用にするために，より多くの組織やユーザ

からの意見を採り入れたい [2]．

なお，本研究の一部は日本学術振興会科学研究費基

盤研究 (C)(課題番号 17500612)の助成を受けて行わ

れた．
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